
八街市地域公共交通計画策定に
資する調査業務

業務のアウトプットイメージ

業務の実施スケジュール案
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業務のアウトプットイメージ
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ふれあいバス

・利用動向分析を踏まえたネットワークの
検討

・乗継状況調査に基づくダイヤの検討

・近隣商業施設（酒々井ﾌﾟﾚﾐｱﾑｱｳﾄﾚｯﾄ）へ
の延伸検討

新たな交通システム

・利用者アンケートに基づく、外出支援タ
クシー制度の見直し

・交通不便地域における人口密度、利用頻
度、移動距離等を考慮した新たな交通
（デマンド型交通）導入の可能性検討

民間事業者、地域住民が実施主体となる
公共交通のあり方

・他自治体における好事例や課題を収集し
た上で、八街市に望ましい導入方法を検
討

上記の組み合わせによる八街市地域
公共交通計画（案）を作成

近隣商業施設

A地区
人口密度　●人/km2
八街駅までの距離　○km
経費想定　□万円/年
収入想定　◆万円/年
導入可能性　△

B地区
人口密度　○人/km2
八街駅までの距離　●km
経費想定　★万円/年
収入想定　☆万円/年
導入可能性　○

デマンド型交通導入
時の試算イメージ

デマンド型交通導入
時の試算イメージ



デマンド型交通の導入可能性分析フロー案
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八街市内の自治会図
交通不便地域の自治会を設定

交流状況等を踏まえて、複数の自治会を
束ねた導入エリアを設定

R1年度住民アンケー
ト、再編実施計画時の
乗り合いバスタクシー
利用意向調査から、
自己負担額と利用率
の関係を分析

以下の指標から運行
経費を算出

・エリア面積
・人口密度（総人口、
高齢者）
・エリア内移動距離
・八街駅までの距離

収支率、市の財政負担額に基づき
デマンド型交通の導入可能性を分析



業務の実施スケジュール案
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①ふれあいバスの利用動向分析
②高齢者外出支援タクシーの利用動向分析
➂計画策定にあたっての目標設定

①他自治体にお
ける取組の情
報収集（好事
例、課題等）
②八街市への　
導入における
課題等の整理

・ふれあいバス
①利用動向分析を踏まえたふれあいバス
ルート再編案の検討
②近隣商業施設への延伸に係る経費試
算
➂榎戸駅への乗り入れに係る検討
➃乗継状況調査※を踏まえた運行ダイヤ
の検討
⑤上記再編に伴う収支率改善効果の試算

・新たな交通システム
①交通不便地域にお
ける人口密度と移
動ニーズの把握
②運行経費の試算と
利用者想定に基づく
地区別の導入可能
性の検討

第3回
協議会

8/11

第4回
協議会
10月頃

第5回
協議会
1月頃

第6回
協議会
3月頃

業務実施方針の検討
新たな交通システムの事例

・第4回協議会を踏まえた分析の深度化
・八街市地域公共交通計画（案）の提示

・第5回協議会を踏まえた計画（案）の見直し
・八街市地域公共交通計画（案）の承認

※新型コロナウイルスの影響を見て、時期、方
法等を検討


